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高騰するリサイクル部品の物流費

お求めやすいお手頃価格を維持するために
業界挙げて低減対策を研究中

自動車リサイクル部品の物流費上昇が
関係者の頭を痛めています。安くてお得
な自動車修理というリサイクル部品の看
板が、物流費の高騰でどこかへ飛んでし
まうほどです。

物流費上昇は、大手急便業者が経営
戦略を見直し、軽量・小型で取り扱いし

やすい貨物へと業務の中心をシフトした
ことがきっかけです。ドアやバンパー、
エンジンなどは見てお分かりのように形
状はまちまちです。しかも重量があり、
リサイクル部品は効率が悪い貨物の代
表です。大型のリサイクル部品に関して
引き続き大手急便業者も取り扱いはして
いますが、目が飛び出るぐらいの価格に
引き上げました。

形が不ぞろいでしかも重量物もある自
動車リサイクル部品を積極的に取り扱っ
ていこうという輸送業者の数は限られて
います。そうした業者でも、為替が円安

知恵を出しあってきました。
これまでの成果として、リサイクル部

品流通事業者がグループごとにそれぞれ
作った梱包マニュアルの比較検討を行
い、統一の可能性を模索しました。ドア
などの梱包は使う資材も一社ごとに違っ
ていたようなありさまで、これを統一す
ることで多少なりとも物流費の圧縮につ
ながります。さらに作業手順を標準化す
ることも重要な取り組みのひとつで、リ
サイクル部品の梱包作業が誰でも容易
に行え、作業負担が軽減できます。

梱包作業の標準化を進め、同じ梱包
資材を繰り返し利用するようになれば
「リターナブル」材に置き替えることも
可能になります。これも物流費削減の有
効手段。リサイクル部品業界ではＮＧＰ
協同組合がドア、バンパー、エンジンの
各用途でリターナブル梱包を開発し利用
を始めています。利用状況の情報交換を
しながら、他の事業者グループでも利用
が可能かどうかの検討を進めることにし
ています。

もちろん梱包マニュアルが共通化でき
ても、実際の物流費が値上がりしてし
まっては本末転倒です。知恵を出し合い、
時には輸送業者との交渉もしながら、リ
サイクル部品をリーズナブルな価格で提
供できるよう努力しているそうです。リ
サイクル部品業界の努力が実を結ぶこと
を期待したいものです。

に戻り燃料油価格上昇で窮地に。またリ
サイクル部品は個人向けに販売するよう
になっていますが、個人向け輸送は配達
時に不在なことも多く、輸送効率が悪い
そう。その他さまざまな理由で、物流費
を値上げせざるを得ないといいます。

リサイクル部品業者も自主防衛、あの
手この手で物流費
上昇に歯止めをか
けようとしていま
す。本気になって
考え出したのは最
近のことになるの
ですが、少しでも
物流費を安く抑え
るために、各社で
まちまちだった物
流用梱包資材をそ

ろえたり、誰でも簡単に梱包できるよう
に取り組み手順を整理・統一したりする
などの検討を始めています。

この中心的な役割を担っているのが、
昨年リサイクル部品業界が自主的に立ち
上げた「物流研究会」です。ＢＥＳＴリ
サイクラーズ・アライアンスに加盟する
ビッグウェーブ、エコライン、ＳＰＮ、
ＡＲＮ、ＳＳＧ、さらにＮＧＰ日本自動
車リサイクル事業協同組合、ブロード
リーフの主要な自動車リサイクル部品流
通事業者が集まり、ときには専門の物流
業者の知恵を借りながら物流費削減の
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自動車リサイクル部品の物流費が高騰しています。お買い求めやすい価格で
ユーザーから支持されてきたリサイクル部品ですが、高騰した物流費が部品本体価格を上回る事態も生じ、
お手頃感が喪失気味。事業者サイドも危機感を募らせています。

物流研究会。垣根を変えて真剣そのもの
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フィジー共和国の名誉総領事館が、宮
城県仙台市に開設されました。名誉総領
事には、全日本自動車リサイクル事業連
合（ＪＡＲＡ）の守屋隆之副理事長が就
任しました。

フィジー共和国は島国です。ＪＡＲＡ
は島国に深刻な影響をもたらす使用済自
動車の放置問題、処理問題について調
査活動を実施、自動車リサイクルの重要
性を説き、解決策を示しました。こうし
た御縁などが重なり、仙台にフィジー共
和国の名誉総領事館が開設される運び
となったものです。フィジー共和国の名
誉総領事館は日本では大阪、横浜に続

全日本自動車リサイクル事業連合（Ｊ
ＡＲＡ）は 5 月 15 日、東京都中央区日
本橋のＳＰＮ 8 階会議室で第 9 回通常
総会を開き、平成 24 年度事業報告・収
支決算、平成 25 年度事業計画・収支
予算などの議案を審議、満場一致で事
務局案を承認しました。

平成 25 年度は第 10 期の節目の年を
迎えるため、収益事業活動や海外リサイ

いて 3 番目になります。
5 月 17 日には仙台市内のホテルで、

名誉総領事館開設を記念した祝賀会が
開かれました。村井嘉浩宮城県知事や
奥村恵美子仙台市長なども出席する盛
大な祝賀会が行われ、席上フィジー共和
国のイシケリ・マ
タイトガ駐日全
権大使からＪＡ
ＲＡの守屋副理
事長に名誉総領
事の任命状が手
渡されました。

フィジー共和

クル団体との交流など、活発な事業展開
を進めることを計画しています。

収益事業では、天明茂理事長中心に
自動車リサイクル関連本の出版を企画し
ています。本の中で自動車リサイクル業
者を積極的に取材し、一般ユーザーが
理解しやすい本を制作する予定です。ま
た、ＪＡＲＡブランドグッズの販売を行
い、自動車リサイクルやフェアトレード
の啓蒙に努めることにしています。

昨年、公認会計士である天明理事長
を講師に実施したビジネス会計の研修が
好評だったことから今年度も研修を継続
実施することにしました。ビジネス会計、
マーケティング、日本・世界の自動車産
業の情勢などＪＡＲＡの特徴を活かした
講師陣、研修内容とすることを企画して
います。

国とは使用済自動車処理問題やその他
のビジネス交流を進めてきた守屋副理事
長ですが、名誉総領事の任命状を手に
「フィジー共和国と宮城、東北の経済、
文化、教育その他の交流を深めていけれ
ばと思っています」と話していました。

国際リサイクル事業者団体との交流で
は、ＩＲＴ（リサイクル事業者の国際ラ
ウンドテーブル・ミーティング）、アジ
ア自動車環境フォーラムへの継続参加な
どを通じて各国との連携を深めます。さ
らに海外の自動車リサイクル事業者向け
に日本のリサイクル工場の見学ツアーや
研修事業の受け入れを検討します。守屋
副理事長がフィジー共和国の名誉総領
事に就任されたことを機会に経済交流そ
の他、フィジー共和国と連携を深めるこ
とも考えています。

節目を迎えたＪＡＲＡの活動を支える
ために理事を充実、今期新たにリビルト
部品業界から理事を迎え、リンクスジャ
パンの千葉菊雄社長、イトーパーツの伊
藤正展社長に就任していただくことにな
りました。

ＪＡＲＡ・守屋副理事長がフィジー仙台名誉総領事に就任

ＪＡＲＡ 第9回通常総会を開催

経済・文化の活発な交流に意欲を示す

10期の節目を迎え活発な事業展開を誓う

多士済々で活発な論議となったＪＡＲＡ総会

JARAの仲間も御祝いに駆けつけたマタイトガ大使から手渡された任命状


